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<お問い合わせ> 
   

inMusic Japan 株式会社 
カスタマー・サポート部 

〒106-0047 東京都港区南麻布 3-19-23 
オーク南麻布ビルディング 6階 

TEL: 03-6277-2231 FAX：03-6277-0025 
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	� INPUT GAIN ノブ：このノブで入力 
 ゲインを調整します。ノブの下の LED 
 メーターを 確認しながら、なるべく 
 CLIP が点灯しない （音が歪まない程度 
 に）ゲインを調整します。 
 
2. LED メーター：背面のコンボ入力端子 
 また は前面の INSTRUMENT 入力端子 
 からの 入力レベルを表示します。 
 
3. USB/DIRECT ブレンド・ノブ：入力端 
 子からのオーディオ信号（DIRECT）と 
 コン ピューターからの信号（USB）の 
 バランスを 調整して、MAIN 出力端子およびヘッドホン 端子に送出します。 このノブは、 
 DAWに録音する際の音の遅れ（レイテンシー）を解消するのに有効です。 
 レイテンシーは、 楽器や歌などの入力される信号と、コンピューターの DAWを経由して出 
 力される信号との間に起きる、 音の遅れです。 レイテンシーは、通常、DAW のサウンド設 
 定画面の「バッファーサイズ」に関連します。バッファー サイズを大きい値に設定すると、 
 レイテンシーも大きくなり、またバッファーサイズを小さい値に設定する と、レイテンシー 
 も小さくなります。 
 但し、バッファーサイズを小さい値に設定すると、その分コンピューターの CPUに負荷が 
 かかり、ノイズが発生したりしますので、その場合には、バッファーサイズを少し大きい 値 
 に設定し直す必要があります。 もし録音中にレイテンシーを感じた場合、このノブを  
 DIRECT 側に回すことで、入力している音声をダイ レクトに MAIN 出力端子およびヘッドホ 
 ン端子に送出することができます。 
 この機能を使えば、DAWから出力される楽器の伴奏を聴きながら、レイテンシーを感じず 
 に自分の歌を録音することが可能です。録音後、DAWの再生音を聴く場合には、このノブ 
 を USB 側に回し切ります。 お使いのコンピューターが十分にパワフルで、バッファーサイ 
 ズの調整だけでレイテンシーを解消できる場 合には、このノブは USB 側に回し切ったまま 
 で使用してもよいでしょう。 
 
4. ヘッドホンレベル・ノブ：このノブで、ヘッドホン出力レベルを調整します。 
 
5. モニターレベル・ノブ：このノブで、MAIN 出力端子から出力されるレベルを調整します。 
 
6. POWER LED：USB ケーブルでコンピューターと接続し、コンピューターに M-Track 2X2 
  が認識され るとこの LED が点灯します。 
 
7. +48V（ファンタム電源）LED：ファンタム電源がオンの場合にこの LED が点灯します�
�
�
�
�
�
�
�
�
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1. USB 端子（タイプ C）：付属の 
 「USB-C > USB-C ケーブル」または 
 「USB-C > USB-Aケーブル」を使用し 
 て、コンピューターのUSB端子に接続 
 します。M-Track 2X2との接続には、 
 USB 2.0 以上の端子が必要です。 
 
2. コンボ入力端子①：この端子に、マイク、 ギターやベースのアクティブピックアップ（ロ 
 ーインピーダンス）の信号、ラインレベルの信号などを接続 します。マイクには、XLRまた 
 は 1/4” TRS ケーブルを、ギターやベースのアクティブピックアップには、 標準的な 1/4" 
  TS ケーブルを、ラインレベルの信号には 1/4” TRS ケーブルを使用します。入力された 信 
 号は、LEDメーターに表示されます。 
 
3. MAIN 出力端子：標準的な 1/4” TRSケーブルを使用して、この端子とパワードモニタース 
 ピーカーやア ンプなどに接続します。音量はモニターレベル・ノブで調整します。 
 
4. Kensington Lock スロット：Kensington Lock を使用する際に接続します。�
�
�
�¯°����
�
1. ヘッドホン出力端子：ヘッドホンの 
  1/4” TRS ケーブルを接続します。 
 音量はヘッドホンレベル・ノブで調 
 整します。 
 
2. INSTRUMENT 入 力 端 子②：1/4” TS ケーブルで、ギターのパッシブピックアップやハイ 
 インピーダンスの信号を接続します。 入力された信号は、LEDメーターに表示されます。 
 
3. +48V（ファンタム電源）スイッチ：このスイッチで、ファンタム電源をオン・オフを切り 
 替えます。オンの場合、トップパネルの +48V LED が点灯し、ファンタム電源がコンボ入力 
 端子に供給されます。多くのコンデンサーマイクは電源を必要とします。お使いのマイクの 
 説明書などをご確認の上、ご使用ください。�
�
�
�
�
�
�
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ƒ�âxeBCI6�7VLNU ¸��uŶƤ��À¤�¸�Ç§uŰÓ‒ųczef�À¤�¸
�Ç§uŰÓ‒ BCI6�7VLNU ¸��wĲz��s‒coY��Â¤±�Ʊczef�
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